























































































































































































































































































































漏し、他の債権者である X は A より弁済を受
けることができなくなった。X は AY の行為
が旧刑法388条16に反するものであり、また、X
の債権を侵害するものでもあるとして Y に対










































A は Y との間で、A が Y の名義を借り自己の
計算において株式の売買を行い、その名義貸し
















































































X は AY 間の報酬契約を公序良俗違反である


































である X は、AY 間の契約は公序良俗に反し






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































成 26 年 10 月 28 日判決の検討―」京女法学７号209頁以下。
